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技術の概要

国の機関　 ０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　
自治体　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　
民　 間　　　０　件　（九州　　0件　、九州以外　0件　）　

３．技術の効果

・周辺からの景観を、住民各自の視点から確認することが可能です。
・日照状況を変化させることで、施設による日影の影響、太陽光の反射状況、夜間の照明の状況な
どを確認することが可能です。
・維持管理のための必要スペースの確認が可能であり、有効な維持管理計画の策定及び施設配
置が可能です。また維持管理に必要な照明の位置や数等の設定も可能となります。

４．技術の適用範囲

・住民説明、発注者内部説明など、施設の利害関係者への説明（発注者use）。
・メンテナンス作業性確認、動線の確保（発注者・設計者use）。
・施工時の安全性・環境性への課題確認（施工者use)。
・新人教育の一環として利用（発注者use)

２．技術の内容

５．活用実績

 安全・防災　 　維持管理  　 環境　　コスト　　ICT　　品質　　　（該当する分類に〇を付けてください）

　新規に公共施設の建設・改築を行う場合、周辺環境への配慮が必要であり、特に景観や日照の
変化、更に最近増加している太陽光パネルによる照り返し等、様々な要因を考慮する必要がありま
す。また設計内容を住民説明会等で一般市民に分かりやすく説明する必要性も増加しつつありま
すが、従来の図面や模型等による可視化では完成後のイメージと異なることもあり、いかに完成後
の状況を忠実に再現できるかが課題でした。
　また、水道・下水道施設等において配管やポンプ等の配置を行う際に、図面上の離隔寸法のイ
メージが実際とは異なることがあり、維持管理に支障をきたすことなどの課題がありました。
　一方、この数年、VR（仮想現実）、AR（拡張現実）技術が大幅に向上したこと、及びBIMとの融合
の発展に伴い現実により即した視覚化が可能となったことから、これらの技術を利用した設計・維
持管理支援システムの構築が可能となりました。

・施設の完成時・施工途中の3次元映像をゴーグルを利用して表示します。
・施設の周辺や内部を歩き回る感覚で施設の表示を行います。
・対象とする施設の追加や、材質・色の変更などが容易に可能です。
・季節、天気及び時間帯による太陽光の変化や、照明の種類や輝度の違いによる照度変化や演色
性の変化のシミュレーションが可能です。
・設備等の動作が再現可能であるため、実際の維持管理内容に即した作業状況が再現できます。
・パソコンとゴーグル（HMD：ヘッドマウントディスプレイ）によるため、持ち運びが可能であり、気軽
に体験が可能です。

１．技術開発の背景及び契機
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６．写真・図・表






